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発表記者クラブ 

     国土交通省 関東地方整備局 道路部 
  

      ○交通対策課   ＴＥＬ：０４８－６００－１３４６ 

        課長    外川 和彦（とがわ かずひこ）  

        建設専門官 飯田 寛之（いいだ ひろゆき） 

問合せ先 

平 成 ２ ９ 年 ２ 月 ２ ７ 日 （ 月 ） 
国土交通省 関東地方整備局 道路部                          

記 者 発 表 資 料 

  

道の駅と大学連携成果発表交流会を開催します 
～大学生による成果発表と意見交流～ 

 国土交通省では、全国各地で、道の駅と大学との連携を実施して

います。 

 この取り組みは、地域の魅力が集まる道の駅と大学生の交流に

より新たな価値の創造を図り、観光地域づくりなどを担う将来の人

生育成や地方創生にも寄与することが期待されているところです。 
 

 関東地方整備局管内においては14大学と連携し、道の駅と大学

生の交流により、色々な成果がでてきているところです。 

 つきましては、各取組みの成果を共有するとともに学生同士の交

流を深めることを目的として、成果発表交流会を開催することとしま

したのでお知らせします。 
 

日 時：平成29年3月3日（金） 13:00～16:30  

場 所：さいたま新都心合同庁舎1号館 2階講堂 
 

※報道関係者に限り傍聴が可能です。 
 取材をご希望の報道機関の方は、別紙に必要事項を記入の上、 
 3月2日（木）正午までにFAXにて申し込みをお願いします。 

道の駅と大学との連携については、関東地方整備局の「道の駅」ホームページでもご覧になれます。 
http://www.ktr.mlit.go.jp/road/chiiki/road_chiiki00000039.html 
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道の駅と大学連携成果発表交流会について 
 

【開催日】平成29年3月3日（金） 

     13:00～16:30 

     （開場：12:00～） 
 
【場 所】埼玉県さいたま市中央区新都心1-1 

     さいたま新都心合同庁舎1号館2階講堂 
 
【主 催】国土交通省関東地方整備局 
 
【参加者】関東地方整備局管内で、道の駅をフィ 

     ールドに年間を通したゼミ活動等を実 

     施している12大学・道の駅関係者 
 
【プログラム】 

 13時00分 開会・開会挨拶 

 13時05分 発表（第1部） 
 

①城西国際大学（道の駅「鴨川ｵｰｼｬﾝﾊﾟｰｸ」との連携） 

②茨城大学（道の駅「常陸大宮」との連携） 

③いばらき地域づくり大学・高専ｺﾝｿｰｼｱﾑ（道の駅「ひたちおおた」との連携） 

④松本大学（道の駅「中条」との連携） 

⑤長野大学（道の駅「あおき」との連携） 

⑥帝京大学（道の駅「甘楽」との連携） 
      休憩 
 

 14時30分 発表（第2部） 
 

⑦佐野短期大学（道の駅「どまんなか たぬま」との連携） 

⑧跡見学園女子大学（道の駅「もてぎ」との連携 

⑨立正大学（道の駅「めぬま」との連携） 

⑩立教大学（道の駅「いちごの里よしみ」との連携） 

⑪淑徳大学（道の駅「果樹公園あしがくぼ」との連携） 

⑫城西大学（道の駅「おがわまち」との連携） 
      休憩 
 

 16時00分 参加大学代表者による意見交流 

 16時30分 記念撮影・閉会 
 

※第1部後の休憩時に、第1部で発表した大学、その大学と連携している道の駅への 
 ぶら下がり取材を予定しています。 
 

※第2部後の休憩時に、第2部で発表した大学、その大学と連携している道の駅への 
 ぶら下がり取材を予定しています。 

【案内図】 

・JR京浜東北線・高崎線・宇都宮線 
「さいたま新都心駅」から徒歩約５分 

・JR埼京線「北与野駅」から徒歩約７分  
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会場 
さいたま新都心 
合同庁舎1号館 

2階講堂 



3 

 

 

 

 
宛 先：国土交通省 関東地方整備局 

      道路部 道路計画第一課 三瓶 

  ＦＡＸ：０４８－６００－１３８４ 

 
※3月 2日（木）正午までにご提出願います。 

 

3月 3日（金）道の駅と大学連携成果発表交流会の取材を 

申し込みます。 

 

報道機関名  

所属  

名前  

電話番号  

交通手段  

 

別 紙 

ＦＡＸ送信用紙 



（参考） 「道の駅」と大学との連携について 

学生 
「道の駅」 

若者の視点・ 
スキル等の活用 

就業体験の場の提供 
田舎暮らし・地域との交流 

指導・助言 

相談 

※全国「道の駅」連絡会で双方の 
ニーズをマッチング 

○ 地域の魅力が集まる「道の駅」と、観光学等を学ぶ若者の交流により、新たな価値の創

造を図り、観光・地域づくりを担う将来の人材育成や地方創生にも寄与 

実施イメージ 

平成２８年度の取組み 

【連携企画型の実施大学（道の駅）】 
 

○文星芸術大学（はが）  ○跡見学園女子大（もてぎ）  ○立正大学（めぬま） 
○佐野短期大学（どまんなかたぬま）  ○帝京大学（甘楽）    ○淑徳大学（果樹公園あしがくぼ） 
○城西国際大学（鴨川ｵｰｼｬﾝﾊﾟｰｸ）  ○立教大学（いちごの里よしみ）  ○松本大学（中条）  
○山梨学院大学（とよとみ）  ○茨城大学（常陸大宮）     ○いばらき地域づくり大学・高専ｺﾝｿｰｼｱﾑ 
○城西大学（おがわまち）  ○長野大学（あおき）   （ひたちおおた）   

大学（観光学部等） 

■就労体験型（インターンシップ） 
 

・就労体験型実習について、全国で67大学が基本協定を締結、177箇所の｢道の駅｣が受入を表明(H28.5時点) 
 

・全国の28箇所の｢道の駅｣で22大学の計48名の学生が夏季休暇を利用したインターンシップを実施。 
 

■連携企画型 
 

・年間を通したゼミ活動等として実施する連携企画型の実習について、関東地方整備局管内の14大学で実施中。 
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